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臓器・組織提供の意思決定・意思表示につながる
行動経済学等に基づいた新たな普及啓発に資する研究（２２ＦＦ０１０１）

『行動科学を基盤とした科学的根拠に基づく
臓器・組織移植啓発モデルの構築に関する研究 』

瓜生原分担班統括報告書

瓜生原葉子
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臓器・組織提供の意思決定・意思表示につながる行動経済学等に基づいた新たな普及啓発に資する研究（２２ＦＦ０１０１）
『行動科学を基盤とした科学的根拠に基づく臓器・組織移植啓発モデルの構築に関する研究』

①各地域で活用しやすい 『啓発モデル事例 』を選定・共有
②意思決定 ・表示行動メカニズムの明示 、『科学的根拠
に基づく地域連携 ・啓発マニュアル 』の作成、臓器取引と移
植ツーリズムに関する動画の日本語版の作成 ・YouTube
公開、意思決定・会話支援ツールの開発 ・実証など
③県の現状把握のための一般調査を実施、分析中。5類
型医療者へのインタビュー調査も予定
④-1医学生の教育コンテンツ作成し、文科省へ共有，移
植内科で活用、医療系学生への講義での活用 。
④-2インタビュー調査の逐語録の分析による 行動科学モデ
ルを構築。
⑤行動科学に基づく啓発総合websiteを構築

これまでの取り組みと課題など
研究目的、概要

進捗状況

研究計画・方法

調査 まとめ

移植医療基盤整備研究事業
◆研究代表者︓瓜生原 葉子 ◆研究課題名︓行動科学を基盤とした科学的根拠に基づく臓器・組織移植啓発モデルの構築に関する研究

（２２ＦＦ０１０１）

必要体制の明確化 体制整備提案

R4 R5 R6
臓器・組織提供数の増加を目指し、
その障壁となっている行動課題を明確化 し、
その解決のための「行動変容」促進する。
• 一般︓臓器提供についての家族等との対話、

意思決定・意思表示への行動変容
• 医療者︓提供プロセスにおける望ましい行動
学際的な行動科学理論に基づく施策策定から効果測
定・評価までのプロセスを開発 し、それを地域で多様な
ステークホルダーとともに展開するモデルを構築する。

①地域の啓発資源,啓発事例の網羅的な把握
②地域啓発プロセスの開発とそのパイロット検証 ・精緻化
③プロセスモデルの複数地域における実証
④医療者への啓発課題の抽出と施策策定
⑤地域における啓発の共創環境整備と実装への参画
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①

事例収集 Web構築 蓄積・更新

②
調査開発 精緻化

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝ ｸ調゙査 企画検証実装評価

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸ調゙査 企画 実装 評価
③

執筆 検証 校正 説明会

調査 分析

行動変容計画策定 実施

④

調査 分析

行動変容計画策定 実施

ﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸ調゙査 企画 実装 評価

⑤

必要資源の明確化

啓発事例Website 構築

一般啓発プロ セスの開発

プロ セスマニュアル案

プロ セスマニュアル

1.実態調査

医学生の移植教育仕組みづくり

2.実態調査

教育プロ グラ ム構築

共創環境構築と共創の促進

市民への啓発の継続
地域における提供施設連携

【班会議実施】
1. 2022年 5月31日
2. 2022年 8月16日
3. 2022年11月28日
4. 2023年 5月10日
5. 2023年10月30日
6. 2024年 4月26日
7. 2024年11月14日
8. 2025年 5月 7日
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2022年度から2024年度の総括
【2023年度】

16,000件の一般のデータ再解析
•意思決定・意思表示の有無に影響を及ぼす因子、促進因子の頑健
性が高いことを確認

•「重要な意思決定の後回し」「考えようとしない」が行動阻害の本質。

「臓器提供迷ってますカード」を開発・実証
大学生334名を対象とした調査において、「迷ってもいい」カードは既存
のカードより統計学的有意に記入への抵抗感が減り、家族と話すきっか
けになり、意思表示することを忘れないことが示された。

AIによるテーラーメードの啓発開発開始
再解析得た因子を基にannotationを行い、その人の志向にあった情報
が届くしくみ構築⇒意思決定における対話の重要性から方針転換

全中学校(10,145校)の実態調査
1,187校のうち、66.4%が授業実施。実施者の満足度は9割以上。
教材の役立ち度は約90%、活用意向は85.5%
授業後の家庭における親子の対話は21.1%、「対話の促進」が重要。

マニュアルの検証
簡便に企画立案できる、事例がいくつかのっていてそのまま適用できるサ
イトが理想であることが判明。

★海外渡航移植の注意喚起の動画を作成

【2024年度】
「臓器提供迷ってますカード」の展開
•学校教育・病院内での啓発、一般市民
の啓発に使用・検証

•以下のツールとセットでの有用性が示唆さ
れ、メディア(読売新聞)に掲載された。

•この取組みは、ACC賞(PR部門)を受賞。

対話意思決定促進ツールの開発
•中学教育、一般における検証を実施。
•メディア(読売新聞)に掲載された。
•中学校道徳教材『ココログノート』に2025
年度より掲載された。

中学校道徳授業の深化
授業中に対話促進ツールを組み入れた授
業の実施・検証。家庭での対話。

総合ポータルサイトの構築
市民、施策立案者、教育者別の行動科
学を基盤としたサイト。引き続き内容の検
証を継続する予定。

【2022年度】
16,000件の一般の調査・分析
⇒臓器提供について考えている人は約
3割、「考え始める」ことの促進が重要

全中学校(10,189校)の実態調査
1,263校のうち、55.9%が授業実施。
実施者の意思表示率は高い。
今後望まれるものとして、模擬講義、
学習指導案の追加が挙げられた。

自治体や都道府県Co.に負担をかけ
ない地域の啓発施策支援のしくみとし
てマニュアル作成

市民

教育者

施策
立案者
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新潟 岡山 沖縄 静岡 富山 長崎 岩手 広島 京都 福島 長野

臓器提供に関心がない 臓器提供に関心があるが、臓器を提供する・しないは考えていない
臓器提供に関心があり、臓器を提供する・しないを考えている 臓器を提供する・しないは決めたが、意思表示するまでは考えていない
臓器を提供する・しないは決めており、意思表示することを考えている 既に意思表示をしている
既に意思表示したことを、家族または親しい方に話している

16,000例の調査からわかったこと：「考えはじめる」ことを促進する重要性

 臓器提供について考えている人は約3割
 関心はあるが、考えていない人が多い⇒関心の有無を問うのではなく、考え始めているかどうかが重要

各地域における臓器提供意思表示のステージ (n=16,050)

無断複写・複製・転載はご遠慮ください。© 2023 Yoko Uryuhara. All rights reserved.
瓜生原（2023)日本移植学で報告
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